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ドウ山（Der fr äohliche Weinberg）』（1925）でクライスト賞を，1929年にはゲオルク・ビュヒナー
賞を受賞したことで文学的地位を確立していく。ツックマイヤーの作品には「生」と向かい合って
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青山演出，北村喜八（18981960）訳で1932年11月30日から12月 3 日の 4 日間に全 5 回，帝国ホ
テル演芸場で上演された4。
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ドイツ映画の輸入契約を結んだことによる26。『カリガリ博士（Das Kabinett des Dr. Caligari）』
（1920）をはじめとする表現主義の映画は，ベルリンで封切された翌年に日本で公開されるという
早さで，ドイツ映画は日本人の広い層に受け入れられていった。そして1930年にベルリンで上映
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初演日 劇団名等 劇 場 演 出 脚 色 俳 優
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〈表 原作と映画の違い〉
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nationaler Workshop」（2017年 6 月30日，於バンベルク大学）における発表内容に基づく成果の
一部である。
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